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【
卒
業
論
文
の
書
式
】
補
足
事
項

設
定
値
は
一
太
郎

★
一
太
郎
の
編
集
画
面
モ
ー
ド
は
「
ド
ラ
フ
ト
編
集
」
「
イ
メ
ー
ジ
編
集
」
「
印
刷
イ
メ
ー
ジ
」

の
３
種
か
ら
な
る
。
切
り
替
え
は
画
面
下
、
ペ
ー
ジ
表
示
の
左
側
の
四
角
の
ア
イ
コ
ン
を
押
す
。

通
常
の
編
集
は
【
ド
ラ
フ
ト
編
集
】
を
基
本
と
す
る
。

制
御
記
号
が
表
示
さ
れ
、
動
作
も
軽
い
。
画
面
で
は
横
書
き
に
な
る
が
、
書
式
設
定
が
縦
書

き
で
指
定
し
て
あ
れ
ば
、
印
刷
結
果
は
正
し
く
縦
書
き
に
な
る
。
画
像
を
挿
入
・
編
集
す
る
時

に
は
【
イ
メ
ー
ジ
編
集
】
の
画
面
に
切
り
替
え
る
。

★
最
初
に
次
の
設
定
を
し
て
お
く
こ
と
を
推
奨
す
る
。

【
Ａ
】
編
集
画
面
に
【
基
本
編
集
ツ
ー
ル
パ
レ
ッ
ト
】
を
表
示
さ
せ
て
お
く
。

【
Ｂ
】
「
イ
メ
ー
ジ
編
集
」
「
印
刷
イ
メ
ー
ジ
」
で
「
縦
中
横
」
の
自
動
処
理
を
設
定
。

◆
「
ツ
ー
ル
」
→
「
オ
プ
シ
ョ
ン
」
→
「
入
力
―
入
力
ア
シ
ス
ト
」

●
「
縦
組
文
書
の
半
角
数
字
に
縦
中
横
を
自
動
設
定
す
る
」
→
「
す
る
」
。

こ
の
設
定
は
「
ド
ラ
フ
ト
編
集
」
画
面
で
は
機
能
し
な
い
の
で
必
須
で
は
な
い
。
「
イ
メ
ー

ジ
編
集
」
の
画
面
に
て
半
角
数
字
を
入
力
し
て
確
定
し
、
も
う
一
度
確
定
キ
ー
を
押
す
と
、
自

動
的
に
「
縦
中
横
」
に
変
換
さ
れ
る
機
能
で
あ
る
。

【
Ｃ
】
行
頭
に
数
字
を
入
力
す
る
と
連
番
機
能
が
働
く
お
節
介
を
解
除
。

◆
「
ツ
ー
ル
」
→
「
オ
プ
シ
ョ
ン
」
→
「
入
力
―
入
力
ア
シ
ス
ト
」

●
「
行
頭
の
数
字
を
連
番
に
す
る
」
「
行
頭
の
連
番
を
引
き
継
ぐ
」
→
「
し
な
い
」
。

【
Ｄ
】
右
と
同
じ
く
、
「
箇
条
書
き
」
機
能
を
解
除
。

◆
「
ツ
ー
ル
」
→
「
オ
プ
シ
ョ
ン
」
→
「
操
作
環
境
」

●
「
個
条
書
き
の
設
定･

追
加
を
有
効
に
す
る
」
→
「
し
な
い
」
。



- 2 -

（
１
）
用
紙
・
組
み
方

Ａ
４
判
、
単
票
、
横
方
向
、
縦
組
み

（
２
）
フ
ォ
ン
ト
の
種
類
と
サ
イ
ズ
（
書
式
設
定
の
前
に
、
必
ず
文
字
サ
イ
ズ
を
設
定
し
て
お
く
）

Ｍ
Ｓ
明
朝
体
、

ポ
イ
ン
ト

※
本
文
中
の
章
題
な
ど
は

ポ
イ
ン
ト
。

12

14

（
３
）
字
数
・
行
数
の
設
定

字
数

行
数

１
ペ
ー
ジ
→
一
二
二
四
字
。
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
で
３
枚
相
当
。

36

34

※
【W

ord

】
で
は
、
「
ペ
ー
ジ
設
定
」
で
「
原
稿
用
紙
の
設
定
に
す
る
」
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ

て
か
ら
、
右
の
数
値
を
入
力
す
る
。
実
際
に
は
原
稿
用
紙
な
ど
使
わ
な
い
た
め
、
編
集
画
面

タ
ブ
の
「
原
稿
用
紙
設
定
」
な
ど
の
項
目
は
絶
対
に
い
じ
ら
な
い
。

（
４
）
余
白
（
右
端
の
余
白
は
と
じ
し
ろ
を
確
保
す
る
た
め
多
め
に
と
る
）

上
端

下
端

左
端

右
端

28

28

20

40

（
５
）
ペ
ー
ジ
番
号
（
ノ
ン
ブ
ル
）

【
ペ
ー
ジ
／
ヘ
ッ
ダ
・
フ
ッ
タ
】

●
ペ
ー
ジ
番
号

→

中
央
下
、
マ
ー
ジ
ン

他
の
項
目
は
未
記
入
。

15

●
ヘ
ッ
ダ
／
フ
ッ
タ

→

い
す
れ
か
に
チ
ェ
ッ
ク
が
入
っ
て
い
た
ら
す
べ
て
は
ず
す
。

（
６
）
書
式
情
報

設
定
し
た
書
式
の
情
報
は
【
登
録
】
機
能
を
使
い
、
「
卒
論
書
式
」
な
ど
と
適
当
な
名

前
を
付
け
て
保
存
し
て
お
く
。
【
呼
出
】
の
操
作
で
、
別
の
文
書
（
も
ち
ろ
ん
書
式
変
更

し
た
同
一
文
書
）
に
対
し
、
ま
っ
た
く
同
じ
書
式
を
引
き
継
い
で
割
り
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
７
）
表
紙

見
本
Ａ
を
推
奨
。
一
枚
目
に
は
、
題
目
（
右
半
分
）
と
目
次
（
左
半
分
）
を
書
く
。
体

裁
に
つ
い
て
は
見
本
を
参
照
。
こ
の
一
枚
目
か
ら
ペ
ー
ジ
番
号
（
ノ
ン
ブ
ル
）
を
付
け
て

よ
い
。

（
８
）
縦
書
き
の
場
合
の
２
桁
以
上
の
算
用
数
字
は
組
み
文
字
に
す
る
。

１
～
９
ま
で
は
全
角
、
そ
れ
以
上
の
桁
の
数
字
は
半
角
で
入
力
す
る
。

２
桁
以
上
の
数
字
を
縦
書
き
で
印
刷
す
る
と
、
横
に
寝
た
ま
ま
印
刷
さ
れ
て
し
ま
う
。

そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
、
「
縦
中
横
」
（
【
一
太
郎
】
【W

ord

】
）
を
指
定
す
る
。

例
「10

→

」
10

◆
【
書
式
】
→
【
文
字
割
付
】
→
【
縦
中
横
】
（
数
字
ご
と
に
指
定
）

複
数
箇
所
を
一
度
に
処
理
し
た
い
場
合
、
処
理
前
に
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
キ
ー
を
押
し

な
が
ら
カ
ー
ソ
ル
で
対
象
と
な
る
数
字
を
一
つ
一
つ
指
定
し
た
後
、「
縦
中
横
」
を
実
行
。

（
９
）
引
用
箇
所
の
２
字
下
げ
―
引
用
が
２
行
以
上
に
わ
た
る
場
合
は
「
イ
ン
デ
ン
ト
」
機
能

を
使
う
。

入
力
し
た
い
行
に
カ
ー
ソ
ル
で
印
を
つ
け
（
反
転
）
、
次
の
よ
う
に
す
る
。
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◆
「
書
式
」
→
「
イ
ン
デ
ン
ト
／
タ
ブ
」
→
「
イ
ン
デ
ン
ト
設
定
」

●
段
落
全
体
の
行
頭

４

行
末

０

●
２
行
目
以
降
の
行
頭

４

行
末

０

右
の
通
り
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
Ｏ
Ｋ
を
押
す
。

４
と
い
う
数
字
は
、
半
角
を
基
準
に
し
た
数
字
で
、
全
角
で
は
２
文
字
分
に
相
当
す
る
。

こ
れ
で
画
面
に
▼
の
印
が
出
現
し
、
行
頭
位
置
が
２
字
下
げ
状
態
に
な
る
。
文
章
を
追

記
し
て
い
っ
て
も
ず
っ
と
２
字
下
げ
は
維
持
さ
れ
、
改
行
し
て
も
延
び
て
い
く
。

こ
の
指
定
は
入
力
済
み
の
本
文
に
対
し
て
指
定
し
て
も
有
効
で
あ
る
。

２
字
下
げ
を
解
除
し
た
い
場
合
は
、
不
要
な
行
の
▼
印
を
削
除
す
る
か
、
イ
ン
デ
ン
ト

設
定
画
面
の
解
除
の
メ
ニ
ュ
ー
を
使
う
。

【
注
意
】
イ
ン
デ
ン
ト
不
要
の
行
頭
に
▼
印
が
付
い
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
【
ド
ラ
フ
ト

編
集
】
か
【
イ
メ
ー
ジ
編
集
】
画
面
で
な
い
と
気
が
つ
か
な
い
。
要
注
意
。

不
要
な
▼
印
は
、
直
接
削
除
す
る
か
、
【
イ
ン
デ
ン
ト
解
除
】
に
よ
っ
て
削
除
す
る
。

（

）
繰
り
返
し
記
号

10
◆
【
基
本
編
集
ツ
ー
ル
パ
レ
ッ
ト
】
→
【
文
字
】
「
準
仮
名
」

ゝ

ゞ

（
平
仮
名
用
）

ヽ

ヾ

（
片
仮
名
用
）

〳
〵

〴
〵

々

〻

こ
れ
ら
は
「
一
太
郎

」
か
ら
、
す
べ
て
簡
単
に
入
力
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

2012

（

）
傍
線
を
引
く

11一
太
郎
で
こ
ん
な
風
に
傍
線
を
引
き
た
い
場
合
は
、
◆
「
文
字
飾
り
」
→
「
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ

ン
」
を
使
う
。
絶
対
に
罫
線
を
使
っ
て
は
い
け
な
い
。

（

）
文
字
数
の
カ
ウ
ン
ト
表
示

つ
ぎ
の
い
ず
れ
か
で
確
認
で
き
る
。

12
◆
「
基
本
編
集
ツ
ー
ル
パ
レ
ッ
ト
」
→
「
文
字
数
」

◆
「
フ
ァ
イ
ル
」
→
「
文
書
補
助
」
→
「
文
書
の
文
字
数
」

（

）
【W

ord

】
文
書
を
【
一
太
郎
】
へ
読
み
込
む
場
合
。

13

W
ord

文
書
を
そ
の
ま
ま
一
太
郎
の
画
面
へ
コ
ピ
ペ
し
な
い
方
が
よ
い
。W

ord

文
書

を
一
度
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
（*.txt

／

M
S-D

O
S

）
に
変
換
・
保
存
し
、
そ
れ
を
一
太

郎
に
読
み
込
む
（
終
了
時
に
一
太
郎
文
書
と
し
て
保
存
）
。
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【
形
式
・
体
裁
】
に
つ
い
て

◆
章
の
構
成

卒
論
の
基
本
構
成
の
例
に
つ
い
て
は
【
卒
業
論
文
の
書
式
見
本
Ｐ
Ｄ
Ｆ
】
を
参
照
。

章
題
の
番
号
の
付
け
方
に
つ
い
て
は
様
々
あ
り
。
要
相
談
。

◆
題
目
、
副
題

題
目
全
体
を
「

」
で
括
っ
て
は
い
け
な
い
。
副
題
の
記
号
に
は
「
―
」（
全
角
）
を
使
う
。

【
誤
】
「
西
鶴
浮
世
草
子
論
―
町
人
物
を
中
心
に
」

←
「

」
で
括
ら
な
い
こ
と
。

【
正
】
西
鶴
浮
世
草
子
論
―
町
人
物
を
中
心
に
―

【
正
】
西
鶴
浮
世
草
子
研
究

―
好
色
物
か
ら
町
人
物
・
武
家
物
へ
―

◆
注
記

注
記
の
挿
入
箇
所
は
、
章
末
ご
と
か
、
本
文
の
末
尾
か
、
注
の
数
を
考
慮
し
決
定
す
る
。
注

記
も
論
文
の
一
部
ゆ
え
、
執
筆
枚
数
に
含
む
。
巻
末
に
参
考
文
献
一
覧
な
ど
付
け
る
必
要
は
な

い
（
文
献
は
で
き
る
だ
け
注
で
処
理
す
る
）
。
注
記
の
内
容
は
、
文
献
の
出
典
や
、
論
述
上
の
補

足
事
項
と
す
る
。
注
の
番
号
を
入
れ
る
位
置
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
す
る
。
２
字
下
げ
の
引
用

末
尾
な
ど
に
は
注
番
号
は
付
け
ず
、
必
ず
地
の
文
章
側
に
付
け
る
。

【
正
】
□
□
と
述
べ
て
い
る
（
注
１
）
。

【
誤
】
□
□
と
述
べ
て
い
る
。
（
注
１
）

【
正
】
□
□
に
つ
い
て
文
理
太
郎
氏
は
、
次
の
よ
う
な
説
（
注
２
）
を
提
示
す
る
。

【
正
】
□
□
に
つ
い
て
文
理
太
郎
氏
は
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
（
注
２
）
。

【
正
】
□
□
氏
は
「
そ
ん
な
バ
カ
な
こ
と
は
な
い
」
（
注
３
）
と
反
論
し
て
い
る
。

【
誤
】
□
□
に
つ
い
て
文
理
太
郎
氏
（
注
２
）
は
、
次
の
よ
う
な
説
を
提
示
す
る
。

最
後
の
【
誤
】
の
例
で
は
、
文
理
太
郎
氏
と
い
う
人
物
に
対
す
る
注
記
に
な
る
。

写
真
や
図
版
を
用
い
る
場
合
（
文
中
ま
た
は
末
尾
に
掲
出
）
、
た
と
え
ば
、
記
号
は
（
図
Ａ
）

な
ど
と
し
、
注
の
付
け
方
に
準
じ
た
処
理
を
す
る
。

◆
注
番
号
は
章
ご
と
に
振
り
直
す
。
同
じ
文
献
が
出
て
き
て
も
通
し
番
号
に
す
る
。
番
号
は
一

回
限
り
。
同
じ
文
献
が
繰
り
返
し
出
て
く
る
場
合
は
次
の
よ
う
に
処
理
す
る
。

注
（
１
）

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
（
２
行
以
上
に
わ
た
る
場
合
、
行
頭
は
１
行
目
の
文
頭
に
揃
え
る
）
。

（
２
）

注
（
１
）
に
同
じ
。

注
釈
書
な
ど
繰
り
返
し
出
現
す
る
文
献
資
料
が
あ
る
場
合
、
い
ち
い
ち
注
記
せ
ず
、
論
文
の

最
初
な
ど
で
紹
介
し
て
し
ま
う
こ
と
も
可
。
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◆
出
典
の
書
き
方
（
い
ず
れ
も
一
例
）

▽
研
究
書
（
単
行
本
）
の
場
合

著
者
名
『
書

名
（
上
）
』
（
出
版
社
名

刊
年
）
。

編
者
名
『
書

名
』
（
古
典
文
学
大
系

出
版
社
名

刊
年
）
。

70

▽
雑
誌
論
文
の
場
合

執
筆
者
名
「
論
文
題
目
」
『
雑
誌
名
』
第
５
号
（
発
行
所
名

刊
行
の
年
と
月
）
。

▽
論
文
集
の
場
合

執
筆
者
「
論
文
題
目
」
『
書

名
』
所
収
（
出
版
社
名

刊
年
）
。

刊
年
を
西
暦
に
す
る
か
和
暦
に
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
論
文
内
で
統
一
が
と
れ
て
い
れ
ば
ど

ち
ら
で
も
よ
い
。
雑
誌
論
文
に
限
り
、
発
行
年
に
加
え
て
発
行
月
が
必
要
。

◆
引
用
の
方
法

文
中
に
「

」
を
付
け
て
示
す
方
法
と
、
２
字
下
げ
で
示
す
方
法
の
２
種
類
が
あ
る
。

▽
「

」
で
引
用
す
る
場
合
、
引
用
文
末
に
「
□
□
。
」
の
よ
う
に
句
点
は
付
け
な
い
。

【
例
】
□
□
□
は
、
そ
の
論
文
の
中
で
「
□
□
□
□
□
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。

▽
２
字
下
げ
で
引
用
す
る
場
合
、
文
末
に
は
必
ず
句
点
を
付
け
る
。
引
用
文
が
中
途
半
端
で

う
ま
く
切
れ
な
い
場
合
は
、
【
例
１
】
の
よ
う
に
、
省
略
記
号
の
「
…
…
。
」
を
入
れ
て
、
終
止

す
る
よ
う
に
工
夫
す
る
と
よ
い
。

引
用
文
の
直
前
の
地
の
文
章
末
尾
を
「

。
」
で
終
わ
ら
せ
な
い
場
合
は
必
ず
読
点
「

、
」

を
付
け
る
こ
と
。
次
例
で
は
「
た
と
え
ば
、

」
の
箇
所
が
そ
れ
に
相
当
す
る
。

【
例
１
】に

つ
い
て
は
、
異
見
が
あ
り
、
た
と
え
ば
、
←
【

、
で
接
続
】

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
を
も
っ
て
…
…
。

と
あ
る
の
が
、
そ
の
代
表
的
見
解
で
あ
る
。

←
【
行
頭
一
字
下
げ
し
な
い
】

【
例
２
】に

つ
い
て
は
、
異
見
が
あ
り
、
た
と
え
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
←
【

。
で
終
止
】

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
。

■
右
の
よ
う
に
、
様
々
な
見
解
が
あ
る
。

←
【
行
頭
一
字
下
げ

■
の
分
】
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【
例
３
】に

つ
い
て
は
、
異
見
が
あ
り
、
た
と
え
ば
、
次
の
通
り
。
←
【

。
で
終
止
】

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
を
も
っ
て
…
…
。

な
ど
と
説
く
の
が
代
表
的
な
言
説
だ
が
…
…
。

←
【
行
頭
一
字
下
げ
し
な
い
】

な
お
、
引
用
文
の
前
後
に
は
空
白
行
を
挿
入
し
な
く
て
よ
い
。

◆
そ
の
他

▽
通
常
文
で
は
、
改
行
後
の
文
頭
は
一
字
下
げ
と
す
る
。

▽
句
点
「

。
」
は
誰
で
も
付
け
ら
れ
る
が
、
読
点
「

、
」
に
つ
い
て
は
無
頓
着
な
人
が
多
い
。

音
読
す
れ
ば
、
読
点
の
必
要
な
箇
所
が
自
ず
と
会
得
で
き
る
。

▽
記
号
（
全
角
）
に
つ
い
て
―
日
本
語
縦
書
き
の
場
合
。

１

欧
文
記
号

感
嘆
符

！

や
疑
問
符

？

ダ
ブ
ル
ク
ォ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

”

や
〝

〟

な
ど
は

す
べ
て
欧
文
用
記
号
な
の
で
使
わ
な
い
。
た
だ
し
、
引
用
文
で
使
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、

誤
用
で
あ
る
こ
と
を
承
知
の
上
で
、
そ
れ
に
従
う
し
か
な
い
。

２

括
弧
の
使
い
方
Ａ

「

」
・
『

』

「
論
文
タ
イ
ト
ル
」
、
『
書
名
』
、
「
引
用
文
や
強
調
し
た
い
語
句
」
。

３

括
弧
の
使
い
方
Ｂ

〈

〉

〈
強
調
し
た
い
用
語
〉
、
た
と
え
ば
〈
か
る
み
〉
と
か
、
省
略
を
示
す
〈
中
略
〉
。

４

省
略
記
号

…

は
３
点
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
。
…
…
の
よ
う
に
必
ず
二
個
一
組
で
使
う
。

▽
「
お
わ
り
に
」

「
は
じ
め
に
」
で
書
い
た
内
容
と
対
応
さ
せ
る
こ
と
。

指
導
教
員
に
対
す
る
謝
辞
は
不
要
で
あ
る
（
指
導
す
る
の
は
当
た
り
前
だ
か
ら
）
。
た
だ

し
、
他
の
研
究
者
や
機
関
等
で
、
教
示
を
受
け
た
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
り
し
た
場
合
は

そ
の
限
り
で
は
な
い
。

ま
た
、
そ
の
意
思
も
な
い
の
に
、
今
後
の
研
究
の
抱
負
な
ど
書
く
必
要
も
な
い
。

▽
原
稿
の
最
終
行
に
総
文
字
数
を
記
述
し
て
お
く
。（
論
文
最
終
行
、
前
行
と
の
間
を
空
け
ず
に
、

下
付
き
で
明
記
。

ポ
イ
ン
ト
）

11
（

字×

行×

頁
＝
三
二
〇
二
一
字

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
換
算
約

枚
）

36

34

28

80
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▽
頻
出
す
る
誤
字
を
確
実
に
修
正
す
る
に
は
、
編
集
機
能
の
「
検
索
・
置
換
」
を
使
っ
て
処
理

す
る
。
一
太
郎
で
は
「
編
集
」
タ
ブ
に
あ
る
。

「
検
索
」
は
、
指
定
の
文
字
を
自
動
的
に
探
し
て
く
れ
る
機
能
で
、
検
索
結
果
が
示
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
必
要
に
応
じ
て
訂
正
し
た
い
場
合
に
使
う
。
こ
れ
を
、
「
全
く
」
→
「
ま
っ
た
く
」

の
よ
う
に
、
定
型
で
自
動
的
に
置
換
処
理
さ
せ
る
の
が
、「
置
換
」
機
能
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

「
一
つ
ず
つ
確
認
し
な
が
ら
置
換
す
る
」
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
か
ら
操
作
す
る
と
よ
り
安
全

で
あ
る
。

▽
書
い
て
い
る
の
は
「
私
」
で
あ
る
。
文
章
中
で
は
必
要
以
上
に
「
私
は
」
を
連
発
し
な
い
。

▽
文
章
の
推
敲
は
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も
の
を
点
検
し
な
が
ら
進
め
る
。
ワ
ー
プ
ロ
画
面
は

狭
い
た
め
、
文
章
全
体
の
見
通
し
が
悪
く
、
必
ず
見
落
と
し
が
出
る
。

▽
以
下
の
よ
う
な
漢
字
表
記
は
平
仮
名
に
変
え
る
。

恐
ら
く
→
お
そ
ら
く

却
っ
て
→
か
え
っ
て

且
つ
→
か
つ

事
→
こ
と

更
に
→
さ
ら
に

既
に
→
す
で
に

即
ち
→
す
な
わ
ち

全
て
→
す
べ
て

例
え
ば
→
た
と
え
ば

為
に
→
た
め
に

出
来
る
→
で
き
る

尚
→
な
お

尚
更
→
な
お
さ
ら

何
故
→
な
ぜ

又
→
ま
た

全
く
→
ま
っ
た
く

勿
論
→
も
ち
ろ
ん

最
も
→
も
っ
と
も

故
に
→
ゆ
え
に

分
か
る
→
わ
か
る


